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大学でドイツ語の授業の教壇に立っていると、英
文法の理解に乏しい学生が増えていることに、最近
はしばしば気づかされる。専門外のいわゆる第二外
国語としてドイツ語の初級を教える際に、高校卒業
までの英文法の知識は、ドイツ語の構造の説明を簡
略化・効率化するために、これまでかなり役に立っ
ていた。それだけ学生たちの英文法の知識をあてに
できていた。もちろんドイツ語と英語の構造には、
特にその語順において、根本的に異なるところがあ
り、英文法の知識をそのまま転用できないことは言
うまでもないが、それでもドイツ語と英語の共通
点・相違点を浮き彫りにしながら自然なドイツ語を
学習させる際に、英文法は少なからず有益な知識で
あった。
しかし、ここしばらくはそうではなくなっている。
学生たちの英文法の知識が乏しいために、それを引
き合いに出そうとすると、まず英文法そのものから
説明してやらねばならず、説明の時間はむしろ増大
してしまうのである。
学生たちの文法理解、すなわち英語の文構造の理
解の体たらくは、英語教員からはかなり以前から指
摘されてきた。しかしそれは当初、あくまで英語教
員が担当する英語の授業においての話であって、
我々が担当する第二外国語の初級ドイツ語の授業の
教壇では、それほど強く感じられるものではなかっ
た。ところが最近では、第二外国語の教員たちから
も、学生たちの英語の構造理解の危うさが、一抹の
驚きを伴った落胆とともに指摘されるようになって
きている。それも、何語であれ主に初級を教える第
二外国語の授業に関わるような、ごく基本的なレベ
ルでの文法理解が、以前に比べて著しく低下してい
るのである。
このような現状を背景に、本稿ではまず英語の初
級段階を学習する中学校で、英語の文構造の理解、
すなわち「文法学習」はどのように行われているか、
ということを、中学検定教科書における文法記述の
現状を吟味することを通じて検証する。次に、大学
のいわゆる教養教育、すなわち専門外の初級外国語
教育において使用される、初級ドイツ語の教科書に
おける文法記述も同様に検証し、両者を比較検討す
る。現在日本においては、ドイツ語をはじめとする
英語以外の初級外国語教育の大半が、大学の専門外
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教育における専門外教育で行われているためであ
る。
そして、それぞれの言語の初級教育において目指
されている初級文法学習の特徴、および共通点・相
違点を明らかにし、ドイツ語と英語における初級文
法学習が抱えている問題点について一考を加える。
１．調査方法
1．1 中学校英語検定教科書
ここでは、現在中学校英語検定教科書として使用
されているもののうち、以下の主な 4種類を取り上
げる。
New Horizon English Course 1～ 3（2013）
2011年検定済 東京書籍
New Crown English Series 1～ 3（2013）
2011年検定済 三省堂
Sunshine English Course 1～ 3（2013）
2011年検定済 開隆堂
Total English New Edition 1～ 3（2013）
2011年検定済 学校図書
そしてそれぞれの中における、文法説明や文法練
習の分量及びその在り方・内容を調べる。
1．2 大学初級ドイツ語教科書
大学の外国語には検定教科書がないので、現在大
学用の初級ドイツ語教科書を出版している主な出版
社、郁文堂、三修社、朝日出版社の各社で採用率が
高いものをいくつか抽出し、中学英語検定教科書と
同数の以下の 4冊をピックアップする。
Kreuzung Neo（2011）
小野寿美子・中川明博・西巻丈児共著
朝日出版社
新ドイツに行ってみませんか（2009）
佐藤和弘・Heike Pinnau・中村俊子共著
郁文堂
Szenen 1,2場面で学ぶドイツ語 1、2（2006）
佐藤修子・Heike Papenthin他共著 三修社
Gute Reise!（2002）
伊藤直子・クリスタ柴田・末松淑美・山川和彦
共著 郁文堂
そして中学英語検定教科書と同様に、その中の文
法説明や文法練習の分量及びその在り方・内容を調
べる。
２．教材について～その範囲と内容
2．1 中学校英語検定教科書
今回取り上げた 4種類を含め、現在の中学校英語
の検定教科書はすべて、文法およびその練習のみな
らず、リスニング、スピーキング、リーディング、
ライティングの四技能の演習、そして異文化理解ま
でのあらゆる内容を網羅した、言わば「総合教材」
である。したがって文法教育に特化したいわゆる「文
法教材」はない。
今回選んだ 4種類は、どれも学年ごとにほぼ等分
割されて 3分冊となり、それぞれ番号が振られてる。
文法の学習範囲は、3年間で関係代名詞、受動態あた
りまでで、仮定法（接続法）は含まれない。これは
文部科学省の中学校学習指導要領第 2章第 9節外国
語の（3）言語材料 エ 文法事項の範囲に従ったもの
である。
2．2 大学ドイツ語教科書
大学の外国語教育に学習指導要領はない。した
がって検定教科書も存在せず、使われている教材は
多種多様である。ドイツで作られた教材が使われて
いる教育現場もある。しかし現在大学で使用される
ドイツ語の初級教材には、大きく分けて 3つの傾向
が見受けられる。
一つは、文法説明を中心とし、そこから演繹的な
学習を行うことにより、言語の構造理解に基づいた
初歩的な運用能力の習得を目指すものである。この
ような教材は、かつてはもっぱら訳読演習と結び付
けられた、いわゆる「文法訳読」的な内容をもつも
のが大半であったが、最近では、会話演習や、簡単
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な作文の練習問題を多く備えた、より発信的な能力
の習得を目指すものが増えている。
二つめは、上述の中学校英語の検定教科書のよう
に、「聞く」「話す」「読む」「書く」の四技能のバラ
ンスの良い習得を目指す、総合的な内容を持つ教材
である。これらは、一時「文法訳読」に対する強い
批判から、「コミュニケーション」を学習目標の中心
に据え、文法解説を過度に省略・簡略化した教材が
急激に増加したことへの反動のためか、最近特に増
えているように見受けられる?。
三つめは、場面に基づいた会話演習を中核とした、
いわゆる「コミュニケーション中心」の教材である。
このような教材は、’90年代から’00年代にかけて数
多く登場し、今でも決して少なくないが、上述のよ
うに文法記述を過度に省略・簡略化した教材が目
立ったこともあり、現在では必ずしも教育現場から
の広い支持を得られず、以前ほどの勢いはない。
大学におけるドイツ語教育の初級の学習範囲につ
いては、旧来より文法シラバスに従って、アルファ
ベートから接続法（仮定法）までという共通理解が
ある。独検（ドイツ語技能検定試験）における 3級
までの範囲である。これは中学校学習指導要領の（3）
のエ文法事項の範囲に仮定法（接続法）を加えたも
のと同じと言ってよい。したがって、現在大学で使
用される多くの初級ドイツ語の教科書は、一定の取
捨選択があったとしても?、おおむねこの範囲を網羅
しており、多くの大学において、この範囲を 1年間
で学習するカリキュラムが組まれている。
今回の調査では、教育現場での採用率の高さを主
な基準に、二番目の総合的教材から二種類（「Kreu-
zung Neo」、「新ドイツに行って見ませんか」）、三番
目の会話・場面中心の教材から二種類（「Szenen 1、
2」、「Gute Reise!」）の計四種類を選択した。これら
の教材は、「Szenen」を除いて上記初級文法の範囲を
一冊で網羅しているが、「Szenen」は同様の範囲を、
1と 2の 2分冊でカバーする。
３．調査結果
3．1 文法記述の分量
3．1．1 中学校英語検定教科書の文法記述
まず、4種類の中学校英語検定教科書の文法記述
の頁数と、全頁数に対するそれらの割合を算出する。
「文法記述の頁数」とは、一定のまとまりをもって
文法説明・解説がなされている部分とそれに基づく
文法の練習問題、および巻末などにある文法のまと
めや補足を含んだものである。また「全頁数」は、
頁数がうたれているすべての頁を含んでいる。それ
らを学年別に一覧にすると、以下のようになる。
3．1．2 大学ドイツ語教科書の文法記述
次に、同様の算出方法で 4種類の大学のドイツ語
教科書における文法記述の頁数と、全頁数に対する
それらの割合を算出し一覧表にすると、以下のよう
になる。
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表１ 中学校英語検定教科書
書名 New Horizon  
New Crown  
Sun-
shine  
Total English  
4種
合計
文法 9頁 14頁 8頁 11頁 42頁
1年 全頁 (141) (143) (159) (143) (586)
比率 6.4％ 9.7％ 5.0％ 7.7％ 7.2％
文法 6頁 14頁 8頁 9頁 37頁
2年 全頁 (133) (143) (159) (143) (578)
比率 4.5％ 9.7％ 5.0％ 6.3％ 6.4％
文法 6頁 14頁 8頁 9頁 37頁
3年 全頁 (141) (143) (151) (143) (578)
比率 4.3％ 9.7％ 5.3％ 6.3％ 6.4％
文法 21頁 42頁 24頁 29頁 116頁
合計 全頁 (415) (429) (469) (429) (1742)
比率 5.0％ 9.7％ 5.1％ 6.7％ 6.6％
※中段（ ）内は全頁数。
4種 3年間平均 文法：29頁 全頁：435.5頁 比率：6.7％
表２ 大学ドイツ語教科書
書名
Kreuzung Neo
(総合)
新ドイツ
に…
（総合）
Szenen 1
（会話）
Gute Reise
（会話）
4種
合計
文法 40頁 52.5頁 13頁?
(22)
23頁 133頁
全頁 89頁 135頁 79頁?
(158)
92頁 395頁
比率 44.9％ 38％ 16.4％
(14.9)
25％ 33.6％
＊ Szenen 1は初級文法を網羅していないため、網羅した場
合、Szenen 2の頁数を加えた下段カッコ内の数値となる。
4種平均 文法：33.2頁 全頁：98.8頁 比率：33.6％
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上述の通り、「Kreuzung Neo」と「新ドイツに行っ
てみませんか」は、中学校英語検定教科書に準じた、
いわゆる「総合教材」であるが、「Szenen」と「Gute
 
Reise!」は、場面設定に基づく会話演習とドイツ語圏
の事情を知るという異文化理解とを主目的とした教
材である。
そこで、「総合教材」である「Kreuzung Neo」お
よび「新ドイツに行ってみませんか」と、「会話・場
面中心」の教材である「Szenen」と「Gute Reise!」
それぞれにおける文法記述の頁数と、全頁数との割
合をまとめると以下のようにある。
総合平均： 会話・場面中心平均：
文法：46.3頁 18頁（25)??
全頁：112頁 85.5頁（125)??
比率：41.3％ 21.1％（20)??
＊＊カッコ内は Szenen 2まで含み初級文法を網
羅させた場合の数値。
さらに、「総合教材」である中学校英語検定教科書
との比較を明確にするため、以下にドイツ語の「総
合教材」のみの一覧も示しておく。
一見してわかるように、ドイツ語教材のほうが文
法記述の割合が一貫して高い。一般的なカリキュラ
ムの場合、大学のドイツ語は初級文法の範囲を 1年
間で、中学校の英語はほぼ同等の文法範囲を 3年間
で学ぶことになるので、中学校側に 3倍の余裕があ
ることになるが、四種類の英語検定教科書の文法記
述の平均頁数（29頁）をそのままにし、同 3年分の
総頁数の平均（435.5頁）を単純に 3分の 1（145.2頁）
に勘案して計算しなおしても、四種類の中学校英語
検定教科書の文法記述の平均頁数の割合は、20％程
度（29÷145.2≒0.20）にしかならず、大学ドイツ語
の「総合教材」の半分程度にとどまる。
大学ドイツ語も、「会話・場面中心」の教材になる
と、文法記述の割合は小さくなるが、それでも「総
合級材」である中学英語検定教科書を下回ることは
ない。上記勘案を行った後でも、ほぼ同等か若干上
回る分量である。
大学の第二外国語の授業は、異なる 2名の教員と
教材による授業がそれぞれ週 1回ずつ、計週 2回で
1年間行われるのが一般的だが、「会話・場面中心」
の教材を使用する場合、教員はしばしばもう一方の
授業で、文法中心の教材を用いた文法の授業が行わ
れることを当てにしている（そのような授業で用い
られる教材―上記 2.2の一番目―は、今回の調査の
対象にはなっていないが、当然のことながら「総合
教材」以上に文法記述の割合は高くなる）。文法に関
する詳細な説明はその授業に任せ、自分の授業では
文法の説明を簡略化しより実践的な演習に充てられ
る時間をとることができるからである。したがって
このような場合 1年間の授業全体では、文法学習に
割く割合は、「会話・場面中心」の教材にみられるよ
りもかなり高くなることになる。
ところが昨今では、この「週 2回 1年間」の第二
外国語のカリキュラムが、多くの大学で必ずしも保
持できていない。「週 1回 1年間」、理数系の学部な
どでは「週 1回半年間」などというカリキュラムも
そう珍しくなくなっている。そのため最近では、「会
話・場面中心」の教材でも、一定のまとまった文法
説明や、Lesetext（読解テキスト）などを持たせよう
とする傾向がある?。上では、「コミュニケーション」
を標榜する余り過度に文法記述を省略・簡略化する
傾向に対する反省から、昨今では「総合教材」が増
える傾向があると述べたが、それ以外にも、このよ
うな第二外国語のカリキュラムの極端なスリム化に
より、1年間で一定の成果をあがるためには、一つの
授業で多くのことを行わなければならなくなってい
る現状を反映しているとも言えるだろう。
3．2 独英教材における文法記述
3．2．1 中学校英語検定教科書の文法記述
3．2．1．1 中学校英語検定教科書の構成
今回取り上げた四種類のどれもが、文法説明を数
表３ 総合のみ
書 名
総合教材
Kreuzung Neo
新ドイツに
行って…… 2種合計
文 法 頁 40頁 52.5頁 92.5頁
全 頁 89頁 135頁 224頁
比 率 44.9％ 38％ 41.3％
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課ごとの終わりに集約して配置している。各課ごと
の文法解説はない。最初に文法を説明して、それを
使って演習するという演繹的な方法ではなく、まず
基本例文や具体的なテクストを提示し、それを使っ
てすぐに演習を始めながら、徐々に文法規則を抽出
して学ばせ、最後にそれをまとめる、という帰納的
な学習方法をとる。唯一「New Crown」だけが、1
年次の最初の 3課のみ「Get」というコーナーでまず
「文の形や文のルール」（＝文法）を学んでから本文
に移る演繹的な構成を持つが、4課以降は本文のほ
うが先に来る。
どの教材にも巻末付録があるが、その中に文法補
足があるものとないものがある。「New Crown」と
「New Horizon」が巻末の文法補足（語彙補足は除
く）が最も豊富で、「Total English」がほぼ同等でそ
れに続き、「Sunshine」の付録には文法に関するもの
はほとんどない。
3．2．1．2 中学校英語検定教科書における文法記述
のネーミング
どの教科書も、文法記述の際に「文法」という言
葉の使用を周到に避けているように見受けられる。
それぞれの文法記述のネーミングは以下のとおりで
ある。
「New Horizon」：「まとめと練習」と「学び方コー
ナー」
「New Crown」：「Get」と「まとめ」
「Sunshine」：「英語のしくみ」
「Total English」：「Check it Out」
＊唯一「New Crown」のみが、「まとめ」の中で
「文法の要点」という表現を使っている。
これは「文法嫌い」「文法アレルギー」から英語嫌
いの生徒をうまないようにする配慮であろうか。
3．2．1．3 中学英語検定教科書の文法記述の内容
「New Horizon」は、「まとめと練習」の言葉通り、
「やってみよう」という文法練習問題がついている。
一方文法記述そのものは、例文の提示および図示が
主で、文章による解説はあまりない。文法用語はあ
る程度使用されている。「学び方コーナー」では文法
説明の補足もあるが、発音記号、辞書の引き方、賛
成反対の仕方など、文構造の学習を逸脱し、発音や
語用論なども含む広い範囲での、学び方のコツのよ
うなものが展開している。
「New Crown」は、各課ごとに「Get」でテキス
トを提示する際、同じ頁のすぐ下で同時に簡単な文
法解説も行う。したがって、最も演繹的側面を持っ
た構成になっている。「まとめ」の「文法の要点」は
図と文による解説の両方を行い、「確認問題」も付い
ている。文法用語も使用する。
「Sunshine」の「英語のしくみ」には、文法項目ご
とに例文と日本語の文章による丁寧な説明があり、
練習問題も各文法項目ごとについている。文法用語
もかなり使用する。
「Total English」の「Check it Out」は、例文と
日本語の文章で、文法項目ごとに詳細に文法解説を
している。文法項目に文法用語は使わず、「～を表す
とき」といった表現を使用する。項目ごとに、それ
が出てきた頁数が示されているが、練習問題はない。
3．2．2 大学ドイツ語教科書の文法記述
3．2．2．1 大学ドイツ語教科書の構成
まず「総合教材」から見てゆく。「Kreuzung Neo」
は各課 6頁の全 10課からなり、各課とも以下のよう
な構成である。まず最初の 2頁で文法説明が行われ、
次の 2頁は語彙習得と文法練習問題である。最後の
2頁は会話のテクストとその練習、およびドイツ語
圏の事情を学ぶ頁となる。冒頭で学んだ文法と語彙
を用いて、以降の文法および会話練習をするという、
演繹的学習をを想定した構成である。さらに巻末に
は、不規則動詞以外の品詞の変化表を含んで 10頁の
「文法の補足」がある。
一方「新ドイツに行ってみませんか」は、同様に
全 10課構成だが各課の頁数は決まっていない。各課
の冒頭におかれるのは会話のテクストと読解のテク
スト（約 1.5ページ）で、その次に複数ページを費や
して文法解説が行われる。その後に文法の練習問題
と CDを使った聞き取り問題が置かれ、最後に会話
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練習が来る。いくつかの課末にはKaffeepauseとし
てドイツ事情の解説がある。演繹と帰納を折衷した
構成になっている。巻末に文法の補足はない。
次に「会話・場面中心」の教材を見る。「Szenen」
は、「1」が 12課、「2」が 10課の計 22課構成で、ま
ず複数の会話と読解のテクストが各課冒頭の複数
ページを占める。どちらも共通のテーマや場面を想
定しており、形式もバラエティに富んでいて、それ
ぞれに内容理解と応用演習を兼ねた練習問題がつ
く。文法解説はその後に半頁から 1頁程度の分量に
まとめられる。ただし 1巻末には 4頁の、2巻末には
不規則動詞変化表を含んで 7頁、計 11頁の「文法の
まとめ・補足」がある。
「Gute Reise!」は全 10課構成、各課 6頁である。
「Szenen」同様各課にテーマないしは場面が設定さ
れていて、聞き取りの導入の後、そのテーマに沿っ
た会話テクストが見開き 2頁にわたる（6課以降は
これらのテクストが作文と読解に変わる）。文法はそ
の見開きの右ページの下半分にコンパクトにまとめ
られる。4頁目は長めの会話テクストと練習問題、5
頁目は練習問題で、これらの練習問題は内容理解と
文法理解のチェックを兼ねている。最後の頁はドイ
ツ事情の紹介である。本文中の文法記述は少ないが、
巻末に 8頁にわたる「文法まとめ」がある。
3．2．2．2 大学ドイツ語教科書の文法記述のネーミ
ング
大学ドイツ語教科書の文法記述は、それぞれ以下
のように銘打たれている。
「Kreuzung Neo」：「ドイツ語のしくみ Gram-
matik」
「新ドイツに行ってみませんか」：「Grammatik」
「Szenen」：「Grammatik 文法のまとめ」
「Gute Reise!」：「Grammatik」
第二外国語では語彙習得も大きな課題であるた
め、様々な箇所でドイツ語の単語を紹介し、親しん
でもらおうとする傾向があり?、「文法」を Gram-
matikと置き換えるのはその一環と言えるかもしれ
ない。
3．2．2．3 大学ドイツ語教科書の文法記述の内容
「Kreuzung Neo」は、今回選んだ 4冊の中で、最
も文法解説が詳細である。変化表と例文、解説とも
に丁寧で、自習だけでも十分理解できる内容であり、
ほとんどの例文に日本語訳がついている。各課 2頁
しかないが、そこから漏れた文は、巻末の「文法の
補足」で本文と同様の詳細さで補われている。
「新ドイツに行ってみませんか」の文法解説も同
様に丁寧だが、「Kreuzung Neo」に比べると幾分あっ
さりした印象を受ける。各課ごとの頁数は決まって
おらず、巻末に文法補足がないぶん、課によっては
4ページにわたることもある。さらに「ひとくち
memo」や「ここがポイント」という欄があり、文構
造の解説を超えた用法解説にも少し踏みこんでい
る。すべての例文に日本語訳がつく。
「Szenen」は分量は少ないものの、一覧表も含め
必要な記述はなされている。ただし、文構造の説明
と言うよりも、文法規則が実際「どのように使用さ
れるか」という観点からの解説であるという印象を
受ける。例文に日本語訳はつかない。巻末の「文法
のまとめ・補足」は、多くの一覧表とそれに付随し
た簡単な説明と例文のみで、ここでも例文に日本語
訳はない。
「Gute Reise!」の文法記述は一覧表と少数の例文
のみで、説明・解説の類はほとんどない。少数の例
外の他は、わずかにアステリスクがついた小さなポ
イントの活字による「注」のような説明が散見され
るのみである。例文にも日本語訳は付かない。巻末
の「文法のまとめ」も全く同様の記述方法だが、本
文中で触れなかった文法項目の補遺ではなく、既習
事項も含んだ文字通りの「まとめ」になっている。
今回の 4冊の中には、ドイツ語の持つOV言語と
しての文構造の特徴を、「不定詞句」に基づいて一貫
した解説を行っているものは一つもなかった。
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４．分析と考察
4．1 ?コミュニケーション」と「文法」
中学校英語検定教科書は、すべて「総合教材」で
あるため、「聞く」「話す」を中心としたいわゆる「コ
ミュニケーション能力」の向上を目指しながらも、
「読む」「書く」も含めた四技能のバランスのとれた
習得を目指す内容となっている。このことは、「コ
ミュニケーション能力」の中に、「読む」「書く」能
力をも含めた、学習指導要領の「目標」に沿うもの
である。学んだことを知識として定着させるという
よりも、それをすぐに練習させ、実践的な能力を身
に着けさせようという方針も明確である。
しかしその結果、文構造の説明はおのずと小出し
となり、包括的・体系的な文法解説は行われない。
それらは巻末の補遺として、基本文（「New
 
Crown」）、基本表現（「New Horizon」）、目標文
（「Total English」）のまとめとして、一覧で表示さ
れるのみである。したがって、言語構造の包括的・
体系的な説明は、現場の各教員に委ねられることに
なる。
4つの教科書とも、文法解説が本文の後に来る帰
納的学習を促す構成を持ち、文法解説は各課ごとに
は存在せず、数課ごとに一つの割合で行われる。
一方大学ドイツ語教科書は、「総合教材」において
は、英語検定教科書同様、四技能のバランスの良い
習得を目指しているが、「会話・場面中心」のものは、
「聞く」「話す」能力の向上をより重要視している。
したがって、文法解説も「聞く」「話す」場面でより
高い頻度で用いられる文法事項を重点的に解説し、
それ以外のものは、省略ないしは巻末のまとめに追
いやられている。しかしその分「会話・場面中心」
の教科書は、この巻末のまとめや補遺が、相対的に
充実している?。
大学ドイツ語教科書は、「会話・場面中心」のもの
も含めて、今回取り上げた 4種類に関しては、すべ
て各課ごとに文法解説が置かれている。さらに、「総
合教材」である「Kreuzung Neo」では文法解説が各
課の冒頭におかれ、演繹的学習を促す構成になって
おり、もう一つの「総合教材」である「新ドイツに
行ってみませんか」でも、構成上は会話と読解テク
ストが先だが、その直後に丁寧な文法説明が数頁わ
たって続くため、実際はテクストと文法解説を行き
つ戻りつしながら授業が行われることになり、演
繹・帰納双方の学習が可能である。この辺りは中学
英語検定教科書とは異なっている。
どの教材でも学んだことをすぐに練習し実践に移
すという方針が明確なのは、中学英語教科書と同様
である。今回の 4冊に限らず、最近の教材は、様々
な種類の練習問題や演習課題が盛り込まれていて、
知識より実践を通じて文法が身につけられるよう取
り計らわれている。このことは「会話・場面中心」
の 2冊に顕著で、より発信型の演習が豊富である。
「会話・場面中心」の教材では、3.1.2で示した文
法解説の少なさが、これらの実践演習の中で内容理
解とともに補われるように工夫されている。そして
さらに、上述のような充実した巻末の文法のまとめ
や補遺によって、重ねて補われている。加えて
「Szenen」には別冊で文法練習のワークブックも用
意されている。
中学英語、大学ドイツ語に共通することは、まず
どちらも「総合教材」は四技能のバランスのとれた
習得を目指しているという点である。これは（もち
ろん中学英語の場合は学習指導要領の影響も大きい
のだろうが）、初級の学習はすべての土台であるた
め、特定の能力の向上を重点的に目指す学習目標を
設定しにくく、応用範囲の広い重要事項を過不足な
く学習せざるを得ないことに起因していると思われ
る。
ドイツ語においては、3.1.2で述べたカリキュラム
のスリム化が原因で「総合教材」が求められている
とい事情もあるが、「会話・場面中心」の教材につい
ても、同じ 3.1.2で述べたように週 2回の授業の場
合、しばしばもう一方で文法学習が行われているこ
とを前提としているので、カリキュラム全体として
はバランスのとれた四技能の習得が目指されている
ことになる。
したがって中学英語、大学ドイツ語のどちらにお
いても、言語に関する知識の獲得のみではなく、実
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践的な言語運用能力の習得が目指されていることも
共通することになる。
一方でこのことは、どちらにおいても教材の中の
文法説明が小出しになり、包括的・体系的な言語構
造の理解がおろそかになる、という傾向をもたらし
ている。英語についてはすでに述べたとおりだが、
ドイツ語においても、「不定詞句」を用いて一貫した
文構造の解説を行う教材は、今回取り上げたものに
限らず、現在ではとても少ない。
しかし、大学のドイツ語におけるこのような傾向
は、中学校の英語においてほど顕著ではない。各課
ごとに文法解説がつくことや、演繹的学習が可能で
あることで、学習者はドイツ語の文構造を頻繁に意
識させられる。さらに、中学校の英語では 3年間か
けて学ぶ初級文法の範囲を、1年間で概観的かつコ
ンパクトに学ぶことにより、各項目間の関連付けが
授業の進行上半ば必須となる。実際多くの教育現場
で、このような関連付けは常套的に行われている。
また、英語、ドイツ語双方において、本文中の文
法解説が簡略化されているものには、巻末に充実し
た文法補遺が付属しいる傾向がみられた。特にドイ
ツ語教科書において「会話・場面中心」の 2冊のほ
うが、「総合教材」の 2冊よりも巻末の文法補遺が充
実しており、「Szenen」には別冊のワークブックも用
意されているいるという事実は、初級学習の目標が
特定の能力（特に「聞き」「話す」）の向上に特化し
たとしても、文法記述の簡略化や文法事項の取捨選
択によってそれに到達することは困難である、とい
うことを示唆しているように思える。
これに対して最大の相違点は、やはり文法解説の
分量であろう。3.1で見られたような文法記述にかな
り大きな量的な差があり、同時に英語教科書がどれ
も数課ごとに文法解説を配置している一方で、ドイ
ツ語では 4冊とも各課ごとに文法解説が配置されて
いる、という違いは、学習環境やカリキュラムの違
いのみならず、英語、ドイツ語それぞれの言語が持
つ構造的特徴によるところが大きいと思われる。
4．2 対象言語の構造的特徴
田中他（2007）には、ドイツ語・フランス語・英
語の基本的な屈折を一覧表にした次頁のような表 4
がある?。
これらの屈折は、ほぼすべてが各言語の初級段階
で学習されるべきものである。したがって、記述や
学習の方法如何にかかわらず、ドイツ語には初級段
階で学習しなければならない文法事項が、そもそも
英語に比べて量的にかなり多いのである。もちろん、
細かい文法規則にこだわらず、初歩的な表現を練習
によって帰納的に学ぶ、ということこそ（実践的能
力を会得するためは特に）重要である、という考え
方もあろうが、ドイツ語の場合は、主語か目的語か
の区別さえ、英語のように語順で表されるのではな
く、名詞の性と冠詞類の屈折という語形変化により
形態的に表されるため、初歩的な段階からこれらの
語形変化が文の構造理解に大きな役割を果たしてい
る。したがって、どのような教授法を用いようとも、
何らかの方法でこれらの変化を（少なくともある程
度は）必ず身につけなればならず、このことはカリ
キュラムがどんなにスリム化されても避けては通れ
ない。そのため、初級教科書における文法記述は、
必然的に英語より多くならざるを得ない。
しかし一方で、ドイツ語には例外がとても少ない。
そのため、初級文法を一通り学習した後は、新たに
学ぶべき中級以上の文法事項や初級文法に当てはま
らない表現が、相対的に少なくなる。したがってド
イツ語において初級文法は、言わばおおいに「使え
る」生産的な手段となるのである。
ところが英語はこれと逆で、上記の表にあるよう
に学習当初で身につけなければならない語形変化は
少ないが、初級学習が終了しても、多くの「規則に
当てはまらない表現」と戦わなければならない。英
語においては、初級段階で学習した文法知識がドイ
ツ語に比べてあまり生産的ではなく、したがって中
級以上の学習がドイツ語に比べて相対的に重要な意
味を持ってくるのである?。
大学のドイツ語の授業で学生に、「英語に苦手意識
を持っているか」と尋ねると、イエスと答える学生
が少なくない。しかし、「その苦手意識がいつ芽生え
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たか」と尋ねると、中学校時代、すなわち初級段階
から芽生えたと答える学生は少ない。彼らの多くは、
高校時代、いわゆる中級段階に進んでから苦手意識
を持ったと答える。
このことは、しばしば大学受験合格のために目的
が特化した「受験英語」の大きな罪（ざい）であり、
それにより「生きた英語」の学習がおろそかになっ
ているからだと結論付けられる。それはあながち間
違っているとは言えないが、原因はそればかりでは
なく、4.2で述べた英語の持つ構造的な特徴にも少な
からず起因していると思う。
これに対してドイツ語は、多くの場合大学ではじ
めて初級学習が行われるが、その時点で「ドイツ語
が難しい」「文法が複雑で閉口した」と訴える学習者
が多い。しかし、現在の大学には少なくなったもの
の、中級以上のドイツ語学習の場では、学習者はわ
ずか 1年の初級学習を経たのちに、辞書や初級学習
の時に使った教科書を手掛かりにしながら、少しず
つではあるが初級を超えた段階に、英語より容易に
入ることができている。もちろんほとんどの学習者
がすでに英語を学んだ経験を持ち、それを生かすこ
とができるという有利さも考え合わせなければなら
表４ ドイツ語・フランス語・英語の基本的な屈折
名詞系統
ド イ ツ 語 フランス語 英 語
文法上の性 3（男性、女性、中性） 2（男性、女性） なし
複 数 名 詞 5タイプ-,-e,-(e)n,-er,-s  
3タイプ
-,-s,-x
基本的に 1タイプ
-(e)s
格 4（主格、属格、与格、対格） 3（主格、与格、対格）代名詞のみ
2（主格、目的格）代名詞のみ
格 表 示 冠詞類、代名詞類、形容詞の屈折による
代名詞類の屈折による 代名詞類の屈折による
定 冠 詞 das,dem,den,der,des,die  l’,la,le,les  the
不 定 冠 詞 ein, eine, einem, einen, einer,
eines  
des,un,une  a,an
部 分 冠 詞 なし de l’,de la,du なし
冠詞類屈折語尾 -e,-em,-en,-er,-es, -a,-e,-es,-et,-ette,-on なし
形容詞屈折語尾 -e,-em,-en,-er,-es, -,-e,-es,-s,-x なし
人称代名詞
deiner,dich,dir,du,er,es,euch,
euer,ich,ihm,ihn,ihnen,Ihnen,
ihr, ihrer, meiner, mich, mir,
seiner,sie,Sie,uns,unser,wir
 
elle,elles, eux, il, ils, je, la, le,
les,leurs,lui,m’,me,moi,nous,
t’,te,toi,tu,vous
 
he,her,him,I,it,me,she,them,
they,us,we,you
動詞系統
ド イ ツ 語 フランス語 英 語
人称変化語尾
直説法：
現在 -e,-(e)n,-(e)st,-(e)t
過去 -(e)n,-st,-t
命令法：-(e),-t
接続法： -e,-en,-est,-et,
直説法：
現 在 -e,-ent,-es,-ez,-ons
半過去 -aient,-ais,-ait,-iez,
-ions
単純過去 -a,-ai, -a?mes,
-as, -a?tes, -e?rent
単純未来 -ra,-rai,-ras,-rez,
-rons,-ront
条件法：-raient,-rais,-rait,
-riez,rions
命令法：-e,-ez,-ons
接続法：
現 在 -e,-ent,-es,-ions,
-iez
半過去 -asse,-asses,-assent,
-assiez,-assions, -a?t,
直説法：
現在 -(e)s
過去 なし
命令法：なし
仮定法：なし
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ないが、このようなことも上記の根拠を補強してい
ると言えるのではないだろうか。
4．3 学習環境とモチベーション
中学校英語検定教科書は、どれも最初から英語嫌い
の生徒を生み出さないよう、モチベーションが下が
らないよう、よく配慮されている。ゲームのような
演習課題や、英語の歌、生徒たちが興味を持ちやす
い内容の読み物など、かつての教科書とは大きく異
なっている。中学校という義務教育の現場は、13歳
に満たない年齢からの様々なレベルの学力を持つ生
徒たちを、あまねく対象にしているのだから、生徒
の興味を引き、楽しく飽きさせないように学習させ
ることは必要な努力であろう。
しかしこのように生徒たちの多様なモチベーショ
ンに応えながら、「四技能のバランスのとれた習得」
を目指そうとすると、教室という限られた学習空間
と時間の中では、いかんせん学習が総花的になり、
現場の中学校教員たちからは、文法すなわち言語の
構造をきちんと理解させる時間と場、そして理解し
たことを身につけるために演習を通じて訓練する時
間と場が不足していることが、しばしば指摘される。
特に日本の教育現場では、外国語教育の中で異文化
理解教育も行わなければならい現状があり、その時
間も考慮すると、言語教育に充てられる時間はます
ます少なくなる?。
大学のドイツ語教育においても、4.1でのべたよう
に、主に「総合教材」を使用して、初歩的ではあっ
ても四技能の習得が学習目標になっている場合が多
いが、スリム化された第二外国語のカリキュラムに
おいては、学習時間は中学校英語よりもさらに少な
い。したがって、学習目標に忠実であろうとすれば
するほど、4.2で述べた構造上の特徴も相まって、十
全な文法学習は難しくなる。そしてそのことは、「ド
イツ語は文法が難しい」という学生たちの感想をよ
り強め、モチベーションを下げることにもつながっ
てしまう。
そのため昨今では、それを補完する意味で教室外
における自律学習の可能性も模索されるようにな
り、独検などの外部試験の結果に応じた単位認定や
成績への反映、ないしはグローバル人材育成事業と
関連したドイツ語圏への短期語学留学の推進なども
行われ始めている。そしてこのことは、学生たちに
ドイツ語学習に対する新たなモチベーションを与え
る結果にもなっている。
4．4 第一外国語と第二外国語
日本の大学におけるスリム化されたカリキュラム
の中での第二外国語教育には、逆にそのような学習
環境ならではの効用もあるように思われる。
ある地方国立大学の自然科学系の学部において、
第二外国語を履修している学生と、履修していない
学生との間で、1年次終了時に行われる英語の
TOEICの IPテストの得点を過去数年にわたって
比較しているが、一貫して第二外国語を履修してい
る学生たちの得点のほうが、10～40点高いという結
果が出ている?。
この結果には確かに、いわゆるセレクション・バ
イアス（そもそも外国語ができる学生が第二外国語
を履修している）がかかっている可能性もある。し
かし別の地方国立大学では、第二外国語が 4単位選
択必修になっている学部と 2単位選択必修になって
いる学部との間で、入学時と 1年次終了時にそれぞ
れ受験する TOEICの得点の伸びを比較したとこ
ろ、第二外国語が 4単位選択必修の学部のほうが、
2単位選択必修の学部より 10点以上高い伸びを示
す結果が出ている。英語の学習条件は、どちらの学
部も同じである。
これらの結果は、しばしば英語学習を最重要の外
国語学習と考える人たちの間から聞かれる、「他の外
国語を学ぶくらいなら、英語を集中して学習したほ
うが英語能力が向上する」という考え方と対立する。
複数の外国語を並行して学ぶことが、既習外国語
である英語の（少なくとも TOEIC得点に現れるよ
うな）能力をも高める要因としては、第二外国語を
学ぶことによる外国語学習の総時間数の増加が、既
習外国語の能力向上に寄与している、ということが
まず最初に考えられるが、それだけであろうか。ド
イツ語やフランス語のような 4.2で述べた構造的特
徴を持つ言語の初級文法を学習すること、すなわち
70 田 中 一 嘉
それらの言語の基本的な構造の全体像を、1年間と
いう短い間で集中的かつコンパクトに俯瞰すること
が、既習の英語の能力を向上させる結果につながっ
ている、ということも考えられないだろうか。言語
の構造を学習者により強く意識化させる第二外国語
の初級学習が、英語の構造理解を補強し、ひいては
TOEICの得点向上をももたらす、という可能性で
ある。
4.1で述べたように、少なくとも大学のドイツ語の
教材および教育現場には、中学校英語の教材および
教育現場においてより、言語構造の体系的な学習の
機会がまだ残っている。このような学習が、既習外
国語のみならず母語も含んだ言語学習全般に、どの
ような効果をもたらすのか、ということは、「複数の
言語を学ぶことにより視野を広げる」とか「異文化
理解の機会を多様化する」というような、一般に広
く聞かれる第二外国語学習の意義と併せて、複数の
言語を学習する新たな意義になり得るものとして、
今後追求する価値が十分あると思う。
特に、「初級文法」という言語の基本的な構造理解
に直接かかわる学習が、TOEICのようないわゆる
「実践的能力」を測る試験の得点向上に、どのよう
に寄与するのかという点は、とても興味深い問題で
あると同時に重要でもあろう。
５．教材比較分析から見えてきたものと文法
学習の今後
5．1 文法再興
日本の外国語教育の現場において、「コミュニケー
ション能力の向上」が、学習目標の中心に置かれる
ようになってすでに久しい。一方そのある種の「熱
狂」の中で、言語の構造理解に関する学習、すなわ
ち「文法学習」がおざなりにされる傾向が生まれた
のもまた事実である。
しかし、このことに対する反動、揺り戻しとして、
昨今ではコミュニケーション能力を支えるものとし
ての「文法」の重要性を再評価する動きが出てきて
いる。中学校英語においては、平成 20年に改訂され
た文科省の学習指導要領の 2内容（1）言語活動 エ
書くこと の内容が修正され、「（イ）語と語のつなが
りなどに注意して正しく文を書くこと」という項目
が加えられ、学習指導要領解説の中で、この項目が
「文構造や語法の理解が十分でなく正しい文が書け
ないという課題に対応したものである」と明言され
ている??。これは「書く」という発信的な能力向上の
ために、文法理解が重要な役割を果たしていること
を認めたものである。
大学ドイツ語においては、’90年代以降のカリキュ
ラムの極度のスリム化により、一つの授業で文法も
コミュニケーションも異文化理解までも含めた、初
級にかかわるあらゆることを行わなければならない
状況で、文法説明を単に省略、簡略化するのではな
く、いかにに基礎的なドイツ語の運用能力を習得す
るために必要かつ役立つものとして、学生たちに身
につけさせることができるか、という観点が現在で
はより重要視されるようになっている。年一回行わ
れる独文学会主催の教授法ゼミナールでも、2008年
と 2009年の 2回にわたって、「文法指導と文法学習」
がテーマに取り上げられた??。
これらのことは今回取り上げた英語、ドイツ語双
方の教科書に反映されている。どれにも、演習課題
を通じての四技能のバランスの良い習得と、それを
支えるための文法理解、という基本方針は共通し、
それに基づいて文法学習が腐心、工夫されている。
特に中学英語検定教科書の、学んだことをすぐ練習
し、身に着けさせようとする構成はよくできている
と思う。
しかし同時にこれまで論じてきたような問題がど
ちらにもあり、その様な基本方針の中で、果たして
どのような文法学習が最も有効なのか、という問い
に対する決定的な解は、まだ見いだせていなように
思われる。
このような現状を反映してか、会話の上達を強く
志向するものと並んで、最近では文法の重要性を問
いなおしたり、それを踏まえて外国語をある程度精
密にきちんと学習することを目標とした参考書や手
引書が増え、売上も伸ばしている状況が見受けられ
る。
筆者はドイツ語を専門とするのでそれほど詳しく
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はないが、たとえば英語では、里中哲彦の「英文法
の質問箱―そこが知りたい 100のQ&A」（2010年）、
「英文法の魅力―日本人の知っておきたい 105のコ
ツ」（2012年）、「英文法の楽園―日本人の知らない
105の秘密」（2013年）などは新書版で三冊にわたり、
どれも多くの書店の店頭で見かけるし、NHKテレ
ビの語学番組の書籍化である「ハートで感じる英文
法」（2005年）は、いまだに多くの読者を得ているよ
うである。どちらも文法学習への新たなアプローチ
を試み、文法学習がいかに実践的英語力の向上に重
要な役割を果たすかを説いている。
ドイツ語においては、すでに繰り返し述べたよう
な大学第二外国語におけるカリキュラムの激しいス
リム化により、授業だけでは基本的な文法をすら身
につけることが困難になっている現状を補おうとす
るかのように、ここ数年の傾向として、初級文法を
きちんと学ぶための参考書の発売が目立ち、かつ売
り上げを伸ばすようになっている。それらの中身は、
たとえば、「文法から学ぶドイツ語」（2004年）、「ド
イツ語のしくみ」（2005年）、「しっかり身につくドイ
ツ語トレーニングブック 文法と頻出単語を同時に
学べる」（2006年）、「本気で学ぶドイツ語 発音・会
話・文法の力を基礎から積み上げる」（2010年）、「解
説がくわしいドイツ語入門」（2014）などと銘打たれ
たそのタイトルにも、すでに表れている。
5．2 文法学習の可能性
このことは、教室以外で外国語に接する機会に依
然として乏しい日本の事情を反映しているとも思
う。日本では外国語学習、ひいては外国語「体験」
の大半が、教室という狭い空間と短い時間に限られ
てしまう。教室、学校を一歩出ると、学んだことを
実践する場が依然少ない。このような環境は、今や
世界の通用語として英語圏以外でも広く使用されて
いる英語においてさえ、ほとんど変わらない。
このような状況により外国語学習の時間の総量が
限られ、なかなか成果が上がらなくなることは言う
までもないが、影響はそれだけではない。外国語を
教室で「科目」として学ぶということは、試験を受
けて成績をつけられることである。そのため学習者
は、試験で「高得点」をとり、「良い成績」を得るた
めに、間違いや誤答を少なくしようと努めることに
なる。このような態度は、間違いや誤りを繰り返し
ながら、そしてその間違いや誤りの経験から多くを
学びながら、少しずつ上達してゆく外国語学習のた
めには（特にその実践的能力の向上という目標にお
いて）、むしろマイナスにはたらく。
このような状況は成果のみならず、モチベーショ
ンの問題をも生んでいる。教室で学んだことを外で
実践に移す場に乏しいために、教室で教員たちがど
んなに工夫を凝らした授業をしても、実践的能力の
向上という学習目標に対する学習者のモチベーショ
ンが必ずしも高まらないのである。これは地方の義
務教育の現場で教壇に立つ教員たちからしばしば聞
かれる。地方に暮らす生徒たちには、教室や学校の
外で外国語（英語）を「使う」環境は、未だほとん
ど存在しないという。
日本における外国語教育を考えるときには、何を
どう教えるべきかということと同時に、我々を取り
巻くこのような言語的な環境を、充分に考慮に入れ
なければなるまい。
さて、このような環境におかれた我々にとって「文
法学習」はいかにあるべきか、その明確な答えはい
まだ見つかっていない。外国語教育と外国語体験の
ほとんどをゆだねられた学校教育の場で、「実践的な
コミュニケーション能力向上」という学習目標の中
で文法学習はどのように位置づけられ、どのような
機能を果たすべきか、という問題ばかりではなく、
そもそも「実践的なコミュニケーション能力の向上」
のみを、国内のあらゆる外国語教育の主目標におい
てよいのか、という問題そのものから問い直す必要
があるかもしれない。
言語は人間にとって最も重要なコミュニケーショ
ン・ツールであるから、そのツールを使いこなす基
本的な能力を公的教育の中で高めようとすること
は、全く正しいことである。しかし、言語の機能は
必ずしもそれだけではない。社会や集団を統一する
機能や、人間の認知機構にかかわる外界を分節する
機能も併せ持っている。異なる言語を学ぶことは、
母語とは異なる言語による世界の切り取り方を知る
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ことでもある。また逆に、一見形式的に大きく異な
る言語同士の、意外な共通性を見出すこともある。
さらに複数の外国語学習を通じて、それらの背後に
横たわる、人間の言語の普遍性を垣間見ることもあ
る。このような発見は、言語の構造理解、すなわち
「文法学習」と切り離せない。
６．終わりに
言語の構造の根幹にかかわる「文法学習」は、外
国語学習がどのような目標を持っていようとも、そ
の礎になり得るものである。したがって「文法学習」
というものは、いかなる場合でも言語研究の深い知
見に基づいて周到に構築され、洗練されたものでな
ければなるまい。決して省略されたりおざなりにさ
れるべきものではないのである。
しかしそのような「文法学習」への希求はようや
く芽生えたばかりのように思う。今後この方面への
追及は、外国語教育の目標や様態がいかに変遷しよ
うとも、言語教育全体の質の向上にとって、決して
緩められてはならないと考える。
注
1 総合教材が増加傾向にあるその他の理由については後述
する。
2 zu不定詞句、現在分詞、指示代名詞、接続法の一部など
は、巻末などに「文法補足」などとして補遺されること
がある。
3 たとえば「Szenen」では会話に基づいた Lesetextなども
含まれ、学習目標として「聞く」「話す」が中心であるも
のの、まえがきでも「四技能の習得」が明確に謳われて
いる。
4 たとえば頁数の横にドイツ語の綴りを記載しているもの
もある。
5 「Szenen」では三訂版のまえがきで、「巻末の文法補足を
より詳しく書き改め」た旨の記述がある。
6 田中他（2007） S.251
 
7 田中他（2007） S.252
 
8 言語教育と異文化理解については、田中（2012）を参照。
9 調査した大学の当該学部では、第 2外国語は卒業要件外
の自由選択科目になっている。
10 中学校学習指導要領解説外国語編（2008） S.20
 
11 http://www.jgg.jp/modules/archiv/index.php?content-
id=86、http://www.jgg.jp/modules/archiv/index.php?
content-id=101
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